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臨床分 離菌 に対す るCefotetan(YMO9330)と 他 のCephem系 抗生物 質 の

抗 菌 力の 比較
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要 旨

私 ど もは1980～1981年 に臨 床 材料 か ら分 離 した黄 色 ブ ドウ球 菌27株,表 皮 ブ ドウ球 菌27株,B群 溶

血 連 鎖球 菌200株,イ ンフ ル エ ンザ 菌134株,大 腸菌234株,Klebsiella27株,E.cloacae27株,C.freundii

27株,Serratia27株,緑 膿 菌81株 を用 い て,Cefotetan(CTT,YM09330)の 抗 菌 力 を他 のCephem系

抗 生物 質 と比較 した。

1)グ ラ云 陽性 球 菌 に 対す る本 剤 の抗 菌 力 は比 較 的 弱 か った 。

2)グ ラム 陰性 桿 菌 の うち大 腸 菌,Klebsiellaに は強 い 抗菌 力 を示 した。

3)E.cloacae,C.freundii,Serratiaに はCTX,CPZ,CZXと と もに幅 広 いMIC分 布 を示 し,MIC

の 小 さい菌 株 もか な り認め られ た。

4)イ ン フル エ ンザ 菌 に対 して は,本 剤 はCTX,CPZ,CZXよ り抗 菌 力 は 劣 るが,CTM,CXMに

近 い抗 菌 力 を示 した。

5)緑 膿 菌 に 対す る抗 菌 力は 比較 的弱 か った。

緒 言

最近Cephem系 抗生物質 の開発が著 し く進展 し,つ ぎつ ぎ

に新 しい薬 剤が 開発 され,と くに β-lactamase抵 抗性 の もの

の開発が盛ん である。Cefotetan(CTT,YMO9330)も その1

つで,現 在増加 しつつあ る β-lactamase産 生菌に も抗菌 力が

強い といわれ る。 そ こで私 どもは最近 臨床材料か ら分離 され

た10種 の菌 に対す る本剤の抗菌 力を,他 のCephem系 抗生物

質のそれ と比較 したので報告す る。

実験 材料 お よ び方 法

1.供 試 菌 株

1980～1981年 に順 天 堂 医 院 中央 臨 床検 査 室 に お いて,

各種 臨 床 材料 か ら分 離 した黄 色 ブ ドウ球 菌,表 皮 ブ ドウ

球 菌,B群 溶 血連 鎖球 菌(S.agalactiae),イ ン フル エ ンザ

菌,大 腸菌,Klebsiella,E.cloacae,C.freundii,Serratia

緑膿 菌 を供 試 した。

2.実 験 方 法

MICの 測定 は 日本 化学 療 法 学 会 の標 準 法 に準 拠 し,薬

剤 の 濃度 段 階 は 菌 種 に よっ て1,600μg/mlか ら2倍 希 釈

と した もの と,100μg/mlか ら2倍 希 釈 と した もの とが

あ る。 培 地 は 変 法MuellerHinton寒 天(ニ ッス イ)を 用

い,B群 溶 血連 鎖 球 菌 で は5%に ウマ 脱線 維 素 血 液 を加

え た もの を,イ ン フル エ ンザ 菌 で は こ れ をチ ココ レー ト

寒 天 と した もの を用 い た。 接 種 菌 液 は108/mlと106/ml

を用 い,ミ クロプ ラ ン ター で接 種 し,37℃,24時 間 で結

果 を判 定 した。 なお 培 地 に加 え た抗菌 薬 は力 価 の 明 らか

な粉 末 を用 い た。

対照 に用 い たS.aureus209P株 のMICは 下 記 の ご と

くで あ っ た。

108/ml菌 液 106/ml菌 液

CTT 6.25μg/ml 3.13μg/ml

CTX 0.78 0.78

CPZ 0.78 0.39

CZX 1.56 0.78

CMZ 0.78 0.39

CFX 0.78 0.78

CXM 0.39 0.39

CEZ 0.10 0.10

CTM 0.20 0.10
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Table 1 Susceptibility of 27 strains of S. aureus

* One loopful of 108/ ml or 106/ ml

Table 2 Susceptibility of 27 strains of S. epidermidis

実 験 結 果

1.　グラム陽性球 菌

1)黄 色ブ ドウ球菌

黄色ブ ドウ球菌27株 の成績 はTable 1の ご とく,CTT

の抗 菌力は他 に比べて著 しく劣 ってい る。 なおCEZ,

CTMに は著 しく感性の もの もあるが,耐 性 と考え られ

る菌株がかな り認め られた。CXM,CZX,CPZに も耐性

株が 多 く認め られた。CTTはCTX,CMZ,CFXと とも

に感受性分布の幅は比較的狭 いが,MICは 大 きい。なお

108/mlと106/ml菌 液接種 を比較す ると,108/mlの 場合

MICが2倍 とな った株が 多か った。

2)表 皮 ブ ドウ球菌

表皮ブ ドウ球菌27株 の成績 はTable 2の ご とく,CTT

と比較 した薬剤はCPZとCZXの みであ るが,黄 色ブ ド

ウ球菌の場 合 と同様,CTTの 抗菌 力が最 も劣っていた。

3)B群 溶血連鎖球菌

B群 溶血連鎖球菌200株 の成績はTable 3の ごと くで

ある。この場合108/ml菌 液接種のみ を行 った。供試 した

Cephem系 抗生物質の中ではCTTが 最 も抗 菌力が劣 っ

ていた。同時にPCG,ABPC,TC,EMの 抗菌力 も比較

したが,PCGは 供 試 したCephem系 抗生 物質 よ りも強

い抗菌力を示 し,ABPCはCTX,CXMと 同程度の抗菌

力であった。EMも 強い抗菌力を示 したが,4株(2%)の

耐性株が認め られ,TCに は耐性株が 多か った。

2.　グラム陰性桿 菌

1)イ ンフルエンザ菌

インフルエ ンザ菌134株 の成績はTable 4の ご とく,
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Table 3 Susceptibility of 200 strains of S. agalactiae

Inoculum size: One loopful of 108/ml

Table 4 Susceptibility of 134 strains of H. influenzae
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Table 5 Susceptibility of 27 strains of E. coli

* 0.10 geml

Table 6 Susceptibility of 207 strains of E. coli

* •† 200 Mg/ml 

Inoculum size: One loopful of 105/m1

CTTは,CMZ, CFX, CEZよ りも勝 り, CXM, CTM

よ りや や 劣 り,CTX,CZX,CPZよ り も著 し く劣 っ た。

同時 にABPCの 抗 菌 力 も比 較 した が,CTTはABPCに

もや や 劣 って い た。な おABPCに は 耐性 株 が 認 め られ た

が,CTTに は その 感 受 性 分 布 か らみ て耐 性株 は な い と

考 え られ る。

2) 大 腸菌

大 腸 菌27株 の 成 績 はTable5の ご と く,CTTは 強 い

抗 菌 力 を示 し,CTMと ほぼ 同程 度 で,CTXに は わ ず か

に 劣 り,CZXに はや や 劣 った。しか し他 のCephem系 抗

生 物 質 に は 勝 っ て い た。 次 に別 の 大 腸菌207株 につ い て

108/ml菌 液 接 種 で さ らに 低 濃 度 段 階 まで 測 定 した と こ

ろ,Table6の ご と くCTX, CZXに は抗 菌 力 はや や 劣 る

が,他 の 薬 剤 に は勝 って い た。 な おCTTに はや やMIC

が 大 きい菌 株 が2株 認 め られ た。

3)Kllebsiella

Klebsiella27株 の 成 績 はTable7の ご と く,CTTは 強

い 抗菌 力 を示 し,CPZ, CMZ, CFX, CXM, CEZよ り
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Table 7 Susceptibility of 27 strains of Klebsiella

*
 ≦0.10μg/ ml

Table 8 Susceptibility of 27 strains of E. cloacae

*  200μg/ml (4 strains),> 400μg/ ml (4 strains)

**  ≧400μg/ml
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Table 9 Susceptibility of 27 strains of C. freundii

1) ≦ 0.10μg/ml

2) 400μg/ ml(4 strains),>400μg/ ml (1 stlain)

3) 200μg/ ml(1 strain), 400μg/ ml(3 strains),>400μg/ ml(1 strain)

Table 10 Susceptibility of 27 strains of Serratia

*

 ≦ 0.10μg/ml
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Table 11 Susceptibility of 81 strains of P. aeruginosa

も著 し く優 れ,CTMよ りやや 勝 って い た。CTX,CZX

とは低 濃 度 を測 定 しなか っ たの で正 確 な比 較 はで きな い

が,CZXに はや や 劣 るか もしれ な い。CEZに は耐 性株 が

認め られ たが,CTTに はや やMICが 大 きい株 が1株 認

め られ た け れ ど も,耐 性 株 か どうか は わか らな い。

4)E.cloacae

E.cloacae 27株 の成 績 はTable 8の ご と く,CMZ,

CFX,CEZに は ほ とん どが耐 性で,CTM,CXMに も耐

性株 が 多い 。CTT,CTX,CPZ,CZXの4剤 のMIC分

布 は 広 範 囲 に 及 び,MICの 比 較 的 小 さ い株 も認 め られ

る。MICの 小 さ い 菌株 群 に つ い てみ る と,こ の4剤 中

CTTは 他 の3剤 に 比べ て 抗菌 力が 劣 っ て いた。

5)C.freundii

C.fremdii 27株 の成 績 はTable 9の ご と く,CTT,

CTX,CPZ,CZXの4剤 で は,MICの 分 布 が2群 に分

れ た。CMZ,CFX,CXM,CEZの 抗 菌 力 は上 記 の4剤

に比 べ て劣 り,MICは よ り高 濃度 に分 布 し,こ とにCEZ

には 大 部分 が 耐性 で あ った。CTMで もMICの 分 布 は2

群 に 分 れ たが,接 種 菌 量 が,1/100と なる と,他 の 薬 剤 と

比べ て 著 し くMICが 小 さ くな っ た。

6)Serratia

Serratia 27株 の 成績 はTable 10の ご と く,CTTの

MICはCTX,CPZ,CZXと ともに広 範 囲 に分 布 して い

るが,CEZ,CXM,CFX,CMZ,CTMよ り著 し く優 れ

てお り,CPZよ り もや や 勝 っ てい た。CTT,CTX,CZX

の3剤 で は,106/ml菌 液 接種 の 場 合 に はCZXの 抗 菌 力

がや や優 れ てい た。

7)緑 膿 菌

緑 膿 菌81株 の 成績 はTable 11の ご と く,4剤 中 では

CTTが 最 も劣 り,CFSが 最 も勝 っ て いた 。

考 察

私 ど もは 最 近 臨 床 材 料 か ら分 離 した グ ラム 陽 性3菌

種,グ ラム 陰性 桿 菌7菌 種 に つ い て,CTTの 抗菌 力 を他

のCephem系 抗 生物 質 の そ れ と比較 した 。

グラ ム 陽 性 球 菌 につ い て は 本 剤 の 抗 菌 力 は 比 較 的 弱

か っ た。

グラム 陰性 桿 菌7菌 種 は,現 在 臨床 材 料 か らの分 離 頻

度 の比 較 的 高 い もの を選 ん だが,CTTは 大 腸 菌,Kleb甜

ellaに 非 常 に 強 い抗 菌 力 を示 した。 大 腸菌 に従 来 広 く用

い ら れ て い るABPCに は 耐 性 株 が 著 し く増 加 し て お

})1),ま たTable 6に み られ る よ うに,CEZに 耐性 と考

え られ る株 も多 い今 日,CTTはCTX,CZXな ど と とも

に,大 腸 菌 感染 に 有 用 で あ る と考 え られ る。またKlebsie-

llaに はABPCの 抗 菌 力 が 弱 く,Table 7に み られ る よ

うに,CEZ耐 性 と考 え ら れ る株 が 出 現 し始 め て い るの

で,CTTはCTX,CZXな ど とと もに 本菌 感 染 に 有 用 で

あろ う。

イン フ ル エ ンザ 菌 感 染 に はABPCが 広 く用 い られ て

い るが,ABPC耐 性 株 が 増 加 の傾 向に あ る1)。CTTは

CTX,CPZ,CZXに 比べ て抗 菌 力 は 劣 るが,CMZ,CFX,

CEZよ りは 勝 り,CXM,CTM,ABPCと 比 べ てや や 劣

る程 度 であ る。ABPCと 比べ て耐 性 と考 え られ る株 は わ

ず か で あ る。

E.cloacae,Cfremdii,Sermtiaは 現 在 広 く用 い られ

て い るPenicillin系,Cephem系 薬 剤 に耐 性 の 菌 種 で あ

る2,3)。CTTはCTX,CPZ,CZXと と もにMICの 分 布

が 広 範囲 に 及 ん で い るが,MICの 小 さい菌 株 もか な り認

め られ る。 か か る菌 株 の感 染 に は 十分 効 果 が期 待 で き る

であ ろ う。

緑 膿菌 に 対 してはCTTの 抗菌 力は 弱 い。
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COMPARISON OF ANTIBACTERIAL ACTIVITY OF CEFOTETAN (YM09330)

WITH OTHER CEPHEM ANTIBIOTICS AGAINST CLINICAL ISOLATES

NOZOMU KOSAKAI
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Antibacterial activities of cefotetan (CTT, YM09330) were examined in comparison with those of other

cephem antibiotics against clinically isolated bacteria during 1980 and 1981 consisting of each 27 strains of
S. aureus, S. epidermidis, Klebsiella, E. cloacae, C. freundii and Serratia, 200 strains of S. agalactiae, 134

strains of H. influenzae, 234 strains of E. coli and 81 strains of P. aeruginosa and the results were as follows:
1. Cefotetan showed relatively weak antibacterial activities against gram positive cocci.

2. Cefotetan showed potent antibacterial activities against E. coli and Klebsiella among gram negative

bacilli.

3. Cefotetan showed broad MIC distribution including some potent antibacterial activities against
E. cloacae, C. freundii and Serratia as well as those of cefotaxime, cefoperazone and ceftizoxime.

4. Cefotetan showed similar antibacterial activity to those of cefotiam and cefuroxime but was less active

than cefotaxime, cefoperazone and ceftizoxime against H. influenzae.

5. Cefotetan showed comparatively weak antibacterial activity against P. aeruginosa.


